
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

特定上豊ユl塁□塑量」塑墜堕L≧墜LI金

1 事業の成果

■海外協力事業 :イ ンド共和国

農村の貧困世帯へ支援を行う現地 NGO:REYDSが資金調達や事業の実施などを自立して法人運営ができてい

ることを確認した。また同じ州にて農村の貧困世帯の女性が運営する自助グループによる教育ローンの運営が

自立して運営が出来ていることを確認した。

■海外協力事業 :イ ンドネシア共和国

3年振りに現地視察をした。スンパ島にて実施している支援については、栄養改善支援では小児科医、マン

グローブ植林支援ではマングロープの専門家が同行し事業を視察し評価を行つた。飼料用 トウモロコシの栽培

支援については種まきの時期が遅れ収穫が間に合つていないが、トウモロコシ自体は順調に生育していること

を確認した。

パリ島で行つた給水支援は無事に終了し、この支援に対して第 25回 日本水大賞国際貢献賞を受賞した。

■海外交流事業 :イ ンドネシア共和国

3年振りにスンバ島マングロープ植林ツアーを実施し、日本人と地元の小学生が一緒に植林活動に参加した。

■国際理解促進事業 :日 本国

外部団体が実施するイベン トに複数回出展し、日本人向けに活動の紹介を行つた。またボランティア会を複

数回実施 し、多くの方が参加 し国際理解を広めることが出来た。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【13,664】 千円)

足訳 に記 取
された
事業名

事業内容 日時 □団
従事者
人数

蛍盃
対象者
範囲

党盃
対象者
人数

事業費
(千円)

海外協力
事業

支援事業 【インド共和国】

① 貧困農家を対象とした
有機農業の支援

(支援は 2019年 12月 1日
～2020年 11月 30日 に実施
しフォローアップを2020年
12月 1日 から開始)

活動背景 :

1年を通 して農業で生計を
立てることが難 しく、町ヘ

通年

インド共

和国

タミルナ

ドゥ州

ディンデ

ィグル県

マンマラ

スパティ

村

1名

インド共

和国

タミルナ

ドゥ州

ディンデ

ィグル県

サナルパ

ティ地区

マンマラ

142名
12,478.6
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②女性の職業訓練支援
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協力し、晨粟で生産 した作
物を加工 して付加価値をつ
けて販売するための研修な
どを実施 してきた。

活動目的 :

女性の現金収入の手段が少
なく困窮からを脱却するた
めに新たな現金収入に結び
付く技能研修を設ける。

活動内容 :

現地で需要があり高値が付
きやすいマッシュルームの
栽培や管理について研修を
実施。
栽培したマッシュルームは
有機農産物取扱店やホテル
で試験的に販売が行われ
た。

こ
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の支援は現地 NGO:REYDS
財源によつて計画から実
までを行い、女性が研修
受けてキノコを生産で
、試験販売の実施を確認
きた。
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(2021年 から開始)
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農家

④スンバ島農村部の子ども
支援

活動背景 :

スンバ島の子どもたちは小
学校に入学するまで文字に
接する機会がほとん どな
い。小学校に入学 して勉強
として学ぶ文字は難しく、
授業に興味が持てない児童
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約 1∞ 組
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受取 :

約 1万名
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日本人とイン ドネシア人と
の交流およびボランティア
を通した国際協力の活動。
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のある日

本在住者

日本から
の参加者

2名

1名 一かけ師　につて思恵秘
ワラキリ

海岸周辺

の小学生 受益者
300名

ワラキリ

海岸周辺

の住人

6′
′8

‖POや

‖00で働

くことに

興味があ

る

市民

約 50名3名

10/12

国際協力

に関心の

ある学生

と大学

海外交流事業

10月 28

日に

実施

インドネ

シア共和

国

スンバ島

東スンバ

県

ワラキリ

海岸

740.9

<日 本での活動>

①他団体等からの依頼

Ⅲコ
講演・

出演

6/8

10/12

11/16

を千代]

10/1

頼で
2: の大学の依

を行つた。

目
|,:ヨ

の

3/12
12/20:東京ボランティア市
民活動センターの発行する
情報誌に国際協力の活動に
ついて寄稿した。 日□した

3/12:東京
卜に日本で

ン
テ
カ

ベ
ン
協

イ
ラ
際

の
ボ
国

催
る
や

発行日

12/20
イ
の

ア の

した。

東京都千

代田区で

の実施

2回

東京都

武蔵野市

の大学

1回

情報誌の

発行者住

所 :東京

444.7



べ
ぇ

イ
伝

。

報
を
た

広
動
し

②
活
施

ン

る
展
嗅

出
厖

ヽの
澤

争
湘

卜
広

4/29:メ ーデー中央大会
10/1～ 10/2:グ ローバルフ
ェスタ
10/12～ 10/14ボランティア
ウィーク
2/11～2/12ふれあい満点市
場

4/29

10/12～

10/14

2/11～

2/12

都新宿区

東京都江

東区のイ

ベン トス

ペーース 1

回

4/29:

渋谷区

10/1 ～

10/2

千代田区

10/12～

10/14

武蔵野市

2/11 ～

2/12

新宿区

関係者

8名

11/16

国際協力

に関心の

ある高校

生 6名

市民活動

に関心の

ある市

民 口団体

100名

3/12

ボランテ

ィアに関

心のある

市民

100名

国際協力

に関心の

ある市民

4/29

100名

10/1～

10/2

300名

10/12～

10/14



30名

2/11～

2/12

30名

国際理解を広げるためのポ
ランティア・イベン トの主
催・活動参加呼びかけ

①リサイクル寄付
ハガキや切手、本等のモノ
の寄贈呼びかけ

②資金化ボランティア
切手の仕分けや集めた切手
等を資金化しやすいように
整理する活動

③事務局
動画の作
広報活動

ので
ア

′ト
イ
こ

テ
ベ

ン
ィ

ラ
ゃ

ボ
成

④絵本の翻訳貼リボランテ
ィア
日本の絵本にイン ドネシア
語を貼 り付ける活動

⑤スンパ島ポンプ開発ボラ
ンテイア
水へのアクセスが乏 しい地
域の住民がメンテナ ンスが
しやすいよう現地で入手可
能な材料や技術で再現でき
るポンプの開発活動

⑥主催 :広報イベント
スンパ島小学生通学パッグ
事業完了報告会の実施

⑦主催 :有料イベント
「サシレカさんにチキンピ
リヤニのレシピを教えても
らおう」インドの文化から
支援を身近に感じてもらう
イベントを実施

①②③

通年

①②③

④⑥⑦

東京都千

代田区を

含めた日

本全国

⑤

東京都

3名

国際協力

に興味が

ある一般

市民およ

び団体等

上記に加

え④⑤は

インドネ

シア共和

国

スンバ島

東スンバ

県

の水およ

び本への

アクセス

が乏 しい

農村

①
100組

②
50組

③
3名

④
90組

⑤
9名

⑥
10名

⑦
12名

スンバ島
での

受益者

④⑤
l万人

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)

足駅 に記 載
された
事業名

事業内容 日時 場 所
従事者
人数

事業費
(千円)

な し



法人名:特定非営利活動法人 地球の友と歩む会

2022年 . 4月   1日 2023年   3月  31日 まで

円)

科  目 金  額

344,000

160.000

3,543,911

7,368,821

1,000,000

166,000

100.800

4,690

2,571,950

52,540

13,140

311,665

2,949,295

5,023,963

676,247

210,514

146,498

73,759

511,465

215,374

8,475

2,734,195

30,000

8,800

16,652

1,800

2,839

7,849

132,724

913,91

10,715.070

176,

40,721

823,

11,912,732

I経常収益

1.受取会費
正会員受取会費

賛助会員受取会費
2.受取寄付金等

受取寄付金

受取民間助成金

受取補助金

3.事業収益

海外交流事業収益

国際理解促進事業収益

4.その他収益

・ 為替差益

受取利息

経常収益計
I経常費用

1.事業費

(1)人件費

給料手当

通勤交通費

福利厚生費

法定福利費

人件費計

(2)そ の他経費

海外プロジェクト費

払込手数料

広報宣伝費

通信運搬費

光熱費

家賃費用

消耗品費

会議費

旅費交通費

諸会費

出展費

保険料

会場費

仕入費

交際費

支払報酬

助成金返還金

その他経費計

事業費計

2.管理費

(1)人件費

給料手当

通勤交通費

福利厚生費

法定福利費

人件費計

(2)そ の他経費

払込手数料

広報宣伝費

通信運搬費

光熱費

家賃費用

消耗品費

会議費

保険料

支払報酬

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額 4,728,104



法人名: 特定非営利活動法人 地球の友と歩む会

2023年  3月  31日 現在

(単位 :円 )

科  目 金  額

I資産の部

1.流動資産

現金預金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

敷金

固定資産合計

資産合計
I負債の部

1.流動負債

未払金

預り金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

4,023,322

331

61

202,000

383,777

59,965

4,969,846

202,000

443,742

7.325,450

△ 2.597,346

5.171.846

443,742

4,728,104

5.171.846



法人名: 特定非営利活動法人地球の友と歩む会

匪E璽甕ヨ

1.重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

2.消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

3.事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

4使途等が制約された寄付金等

使途等が制約された寄付金等の増減は以下の通りです。

当法人の正味財産は 4,728,104円 ですが下記の通り使途が指定されています。

使途が制約されていない正味財産は   4,618,104円 、使途が制約されている正味財産は

科  目
海外協力

事業
海外交識

事業 匹日 匿ヨ 匿萱∃
書発・交壼
促通事業 巨五□

3,543,91

日]

E経常収菫

1.受取会費

2受取寄付金

3.受取助成金等

4.事業収益

5_その他収益

C

3,543,911

8,368,321

C

4_72G

0

0

0

166,000

C

C

C

100,80C

¨ 1101743コ 166.000 100_80C 12184_258

823, 3,305,

90,

40,721 53,861

I経常費用

(1)人件費
給料手当

通勤交通費

福利厚生費 1

238,263

4,888

1,314

■1167

238,263

4,888

1,314

21167

0

0

0

0

0

0

n

0

0

0

2,571=950

52,540

13,1“

■1186■

困]i」」 2_898_033 275_631 275_631 属7Π口T 960_840 3_010_144

(2)その他経費

海外プロジェクト費

払込手数料

広報宣伝費

通信運搬費

光熱費

家賃費用

消耗品費

会議費

旅費交通費

譜会費

出展費

保険料

会場費

仕入費

交際費

支払報酬

助成金返還金

5,023,963

601,192

168,411

144,703

59,007

409,172

171,799

6,780

2,450,290

0

0

15,794

900

0

2,579

112,105

913.910

0

60,165

21,051

1,212

7,376

51,147

21,537

848

276,115

0

0

0

0

0

5,270

20,619

0

0

14,890

21,051

583

7,376

51,147

22.()(37

848

7,790

30,α�

8,800

858

900

2,339

0

0

0

0

0

0

0

C

0

C

0

0

0

F

0

0

0

0

0

0

E

E

0

0

0

E

0

0

C

0

E

0

E

E

E

0

0

5=023,003

076,247

210,514

140,400

73,750

511,405

215,374

8,475

2,734,195

30,αЮ

8,801

101652

1=800

2,839

7,04g

132,724

010_01

0

176,773

64,070

36,605

22,準 38

155,663

65,396

3,480

0

0

0

3,955

C

C

C

132,00C

5,23,003

853● 20

274,504

100,103

00,207

007,120

200,770

11,955

2,734105

30,α�

8,800

20,607

1,800

2,830

7,849

264,724

寓ITヨ

ぼnRT 11.375.400

日口ロヨ■ 12.478.644 740_971 444.750 脈TT口鮮薫 16,1,00 儒予rΠπτ

E「T]IFTπ¬

内容 肛
=コ

目
=亜

日 当期減少額 期末残高 □圏

スンバ島給水ポンプ指定寄付 110,000 110.00C

舎  静 110_000 110■ 1■1

110,000円 です。



法人名: 特定非営利活動法人 地球の友と歩む会

量産旦録
2023年  3月  31日現在

(単位 :円 )

科 目 金  額

I資産の部        ~~
1.流動資産

現金預金

手許現金

手許外貨(ルピア)

ゆうちよ銀行振替預金

ゆうちょ銀行普通預金

みずほ銀行普通預金
三菱UFJ銀行普通預金

楽天銀行普通預金
Paypal口 座

貯蔵品(切手・ハガキ・金券類)

未収入金(受取助成金等)

流動資産合計

2固定資産

敷金

固定資産合計

資産合計
工負債の部

1.流動負債

未払金(給与等)

預り金

源泉徴収税・住民税・社会保険

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

0

17,800

2,019,827

1,767,17:

14,419

192,135

0

11,970

331,320

615,204

202,000

383,777

59,965

4,900,840

202,000

5,171,346

443,742

443,742

ｎ

）

■728,104



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人地球の と歩む会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間
(該 当者のみに記入)

氏   名

⌒

Ψ 監事

コウトウミノル 令和4年4月 1日

令和4年4月 8日

年  月  日

年  月  日向営 稔

2 饉)監事
オクムラキョウコ

令和4年4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日
奥村 香子

(鷲見 香子)

3 饉)監事
クロイワリュウタ 令和4年5月 22日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日黒岩 竜太

4 ① 監事

ヨネヤマトシヒロ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日米山 敏裕

5 ① 監事

シモヤマヒサ ミツ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年下山 久光

6 ① 監事

イワタマサコ 令和4年4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日岩田 雅子

7 饉)監事
ウエムラマコ ト 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日上村 真

8 饉∋監事
ヨコヤマケイゾウ 令和4年4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年横山 計三

9
⌒

理事【監重,
ハマパシリヒロユキ 令和4年4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日濱走 弘之



書式第 4号 (法第 10条 0第 28条関係)

設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人塾墜の友と圭む会

氏   名

1 臓山 計三

2 横山 紀子

3 米山 敏裕

4 米山 政子

5 岩田 雅子

6 下山 久光

7 黒岩 竜太

8 浜走 弘之

9 鈴木 規仁

10 幸建設株式会社


